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これから求められる授業の在り方 数学編

－数学的活動を通した授業づくり－

高等学校入学者選抜における思考力を問う問題の分析結果と新しい時代に求められる資質・能

力について述べる。加えて，生徒が卒業するまでに身に付けるべき資質・能力を育成するた

めに，これまでの授業の在り方をどのように改善していくべきかについて，各学校や教師が

考えるポイントについて述べる。
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１ はじめに

日常生活の周りには数学的な事象（数学的に考えるヒント）が

あふれている。



２ 数学的活動の取組に関わる配慮事項

図１の左側の【現実の世界】の部分を含

む過程は，日常生活や社会の事象などを数理

的に捉え，数学的に表現・処理し，問題を解

決し，解決過程を振り返り得られた結果の意

味を考察する過程である。日常の事象や社会

の事象などを数理的に捉える過程を，この図１

では「日常生活や社会の事象の数学化」とし

ている。これは，現実世界の事象を考察する

際に，目的に応じて必要な観点をもち，その

観点から事象を理想化したり抽象化したりし

て，事象を数量や図形及びそれらの関係など

に着目して数学の舞台にのせて考察しようと

することである（Ａ１）。数学的な見方・考

え方を働かせ，事象を目的に応じて数学の舞

台にのせたものが，図１の「数学的に表現し

た問題」である。そして，数学的に表現した

問題をより特定したものに焦点化して（Ｂ）

表現・処理し（Ｃ），得られた結果を解釈し

たり，類似の事象にも活用したりして適用範

囲を拡げるのである（Ｄ１，Ｄ２）。

【問題例】「数列の漸化式」の学習内容

ある薬を８時間ごと，１日に３回，１錠ずつ服用

するとする。また，１錠には薬の有効成分が50mg含

まれており，服用して8時間後に有効成分の40％が

残っているとする。このとき，この薬を飲み続ける

と有効成分の残量はどのように変化するか。

この問題に対して，n 回目に薬を服用した

直後の有効成分の残量を an mgとすると，

a1 ＝50，an＋1 ＝0.4an ＋50

という関係式（漸化式）が得られる。この式

から，a1，a2，a3 …を求め，結果をグラフに

表せば変化の様子を捉えることができる。し

かし，この数列の一般項を求めることができ

れば，例えば５日後の３回目に薬を服用した

直後の有効成分の残量をすぐに求めることが

できる。そこから新たに「漸化式から一般項

を求めるにはどうすればよいか」という問題

（新たな問い）が派生する。このように問題

を発展させながら新たな概念，知識や技能を

学習していくのである。

図１ 算数・数学の学習過程のイメージ

出典：高等学校学習指導要領解説 数学編 理数編（平成30年）



エクセルで入力し

て計算させてもよい。

３ 学習指導案例

ある薬を８時間ごと，１日に３回，１錠ずつ服用するとする。また，１錠には薬

の有効成分が50mg含まれており，服用して8時間後に有効成分の40％が残っていると

する。このとき，この薬を飲み続けると有効成分の残量はどのように変化するか。

　…

　…

予想されるグラフ

排出されるのは60％



【分析所見】

紙コップが床に落ちて転がる場面を基に，

事象から取り出した二つの数量の関係につい

て，変化の特徴を説明したり，数量の関係を

式に表し，その理由が求められたりしている。

知識及び技能等を日常生活の様々な場面で活

用する力を問う問題であり，思考力，判断力，

表現力等を見るよう工夫されている。

５ おわりに

数学の授業における課題は，議論しなが

ら問題の解法の仕方を考え，答えを出すまで

のプロセスの重要性に目が向いていないこと

や，数学的なものの見方や考え方が実社会・

実生活の汎用的な能力につながることを実感

しにくいことである。そのため，まずは日常

生活や社会の事象を数学化できるかが重要あ

る。そこで数学の授業では，課題に対して数

学化する過程に力点を置く。また，数学化さ

れた内容を数学的に処理する段階で様々な数

学的な見方・考え方をいろいろな形で表出さ

せる。さらに，問題解決の過程を振り返って

考察を深めることが大切である。このように

して，これからの時代に求められる資質・能

力の育成を目指した授業づくりに努めてほし

い。

－引用・参考文献－

○ 文部科学省『高等学校学習指導要領解説 数学

編 理数編』平成30年

○ 吉田 明史 編著『アクティブ・ラーニングを

位置づけた高校数学の授業プラン』平成29年

○ 鹿児島県総合教育センター『指導資料 数学

第148号』平成30年

（教科教育研修課 水迫 慎也）

４ 平成31年度 高等学校入学者選抜における思考力等を問う問題

（滋賀県教育委員会 Web ページから）


